
決    議 （案） 
 
成長型経済の実現に向け、企業には、生産性向上を通じて継続的に賃金引上げ

の原資を確保し、「成長と分配の好循環」を加速させることが求められている。 

また、東北地方は、人口減少・人口流出により深刻な労働力不足が続いている

が、このような中でも企業が成長していくためには、働き手がその能力・スキル

を最大限に発揮できるよう、「やりがい」「働きがい」を高めることが重要である。 

こうした状況のもと、本日、郡山市で開催する第７７回東北経営者大会におい

て、我々東北の経営者は、次のことを決意する。 

 

１． 業務プロセスや生産工程の効率化によるコスト削減に加え、製品・サービス

の差別化による付加価値の増大により、企業の「稼ぐ力」を高めるとともに、

若者を惹きつける魅力ある雇用の創出に、東北各県の経営者協会が一体とな

って取り組む。 

２． すべての働き手が、「やりがい」「働きがい」を感じながら生き生きと働ける

よう、自社の存在意義の共有、個性・価値観の尊重、信頼関係の構築、適正

な評価と処遇、成長の支援などに全力で取り組む。 

 

また、次の諸点については、政府および関係機関に対し、実効ある取り組みを

強く要請する。 

１． 継続的な賃金引上げに向け、生産性向上への支援や、適正な価格転嫁の促進

に向けた環境整備を強化するとともに、税と社会保険料等に関わる企業負担

の軽減について早急に検討・実施すること。 

２． 「人への投資」を促進するため、賃金引上げに加え、総合的な処遇改善や人

材育成に積極的に取り組む企業への支援を強化すること。 

３． 「地方創生 2.0」を推進し、「付加価値創出型の新しい地方経済の創生」「人

や企業の地方分散」等を確実に実現すること。 

４． 東北の「稼ぐ力」を高め持続的な産業振興を図るため、国際リニアコライダ

ー（ＩＬＣ）や福島イノベーションコースト構想などの科学技術プロジェク

トを実現・推進するとともに、先端技術を活かした産業創出を支援すること。 

５． 「東北は一つ」の理念のもと、地域間格差の解消と広域連携の促進に向け、

格子状骨格道路ネットワークの早期実現など、交通ネットワークの整備・強

化を図ること。 

以 上 
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